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◇◇近畿病院図書室協議会◇◇

平成22年度第37回総会報 告

pＺＺｄ

日時：平成23年３月２４日（木）

１４：１５～１６：００

会場：神戸国際会館

屍 Ｚ。

総会プログラム

開会

１会長挨拶

２議長・副議長・書記選出

議長：畑美之

副議長：久保郁美

書記：浅井裕子

３議案審議

ｌ）平成22年度活動報告

２）平成22年度会計・監査報告

３）平成23年度活動方針

４）平成23年度事業計画

５）平成23年度予算

６）役員改選

７）協議会会則の改正について

８）平成23年度会長・事務局長承認

（議案3)～8）は審議の結果承認された）

閉会

総会員数：127機関（うち議決権123機関）

出席：３５機関

委任状：７５機関

合計：１２０機関（会員の３/２以上の数を

みたし総会成立）

議案Ｉ・平成22年度活動報告

近畿病院図書室協議会では2010年の事業活動

として、昨年度と同様に、近畿病院図書室協議

会所蔵目録Ｗｅｂ版（KinkiWebcat）のメンテ

ナンス、研修会開催、会誌発行などを中心に

行った。懸案事項のホームページの改修作業は

ようやく一段落し、多少の不具合は残っている

が、情報の発信・共有に力を発揮している。当

協議会の運営にあたる幹事会は、今年度は新た

に２名の幹事が加わり、１０名となった。若い力

を迎え、いろいろな面でリニューアルをはかっ

た一年といえよう。

継続事業のうち、教育研修活動では、定例の

研修会を３回（うち１回は事例研究報告会）開

催した。また、勉強会として新任向け並びに

｢パワーポイントの使い方」をテーマに２回行っ

た。第１２４回研修会は２０１１年３月２４日に「事

例．研究報告会」として例年と同様、第３７回総

会と同時に開催する。今年度の研修会は第１２４

回以外は各研修会とも土曜日に設定した。近畿

圏外からの参加もあり、交流の場としての役割

も果たすことができた。

出版広報活動では、会誌「病院図書館」３０巻

を定期刊行した。創刊30周年を記念して特集を

組んだほか、連載や報告記事など各号ユニーク

な内容となった。ただ、依然として発行状況は

遅れ気味であり、会員並びに購読していただい

ている読者へ、年度内発行という責務を果たせ

なかったことが残念である。来年度発行に向け

て期待に応えるべく真筆に取り組んでいる。

当協議会ホームページは、２０１０年８月にリ

ニューアルし、見やすさ、使いやすさを重視し

たものとなっている。まだ未着手の部分もある

ので、順次作業を行う予定である。

会員向けの広報としてニュースレターをＮｏ．

6～No.１３の８回配信した。各部の活動状況や今

後の予定など、会員への情報伝達シールとして

の役割が大きくなっている｡

医学文献情報活動の中心となるKinkiWebcat
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Iま、申込書の一部変更など相互貸借マニュアル

に沿ったものになるよう、また会員から要望の

あったものなどをふまえ５月に改修した。今後

も相互利用が問題なく行えるよう、会員への啓

蒙活動も含め環境整備を行う。会員からの疑

問・質問、不具合への対応、広報などには例年

通り目録サポートチームが当たった。

今年度の統計調査は詳細調査の年に当たった。

調査票発送時に到着確認を行うなど、細かな対

応をはかったところ、昨年度を上回る回収率と

なった。集計結果は２０１１年２月中旬に発送した。

今年度は初めての試みとして、地域交流会を

行った。初年度開催は近畿圏から始めることに

した。第一回は京都、第二回は神戸で開催し、

各回とも１６名の参加があった。日頃の悩み、疑

問などを忌偉なく話し合うことができ、参加者

からは好評を得ている。来年度以降も地域を拡

げ開催していきたい。

対外交流では、今年度は特に大きなイベント

はなかったが、ＤＲＦ主題ワークショップ（医

学・看護学）ｉｎ奈良を後援した。

日本医学図書館協会とは、会員間の文献相互

貸借など従来通り交流を深めた。また、近畿地

区医学図書館協議会、日本薬学図書館協会近

畿・中四国・九州地区協議会との共催のシンポ

ジウムを１０月に大阪で開催した。そのほか、日

本病院ライブラリー協会や各地区の病院図書館

ネットワークとは、それぞれ会誌交換や寄稿な

どの交流を行った。

今年度の研究助成金制度の活用については、３

年間の成果をもとに広報の仕方、開始のタイミン

グ、報告方法などについて再検討を行っている。

１－１．各部からの報告

１－１－１．研修部

1．活動報告

２回の勉強会、３回の研修会、１回の共催シン

ポジウムを開催した。

（１）研修企画

第３０回勉強会
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日程：２０１０年７月２４日（土）

時間：１４:００～１７:００

場所：奈良社会保険病院図書室・会議室

プログラム：

①近畿病院図書室協議会について

②病院図書館の基本業務（整理と保管）

③KinkiWebcatの使い方

④文献入手（ILL）について

講師：研修部員（①②林、③④藤原）

参加者数：７名

第122回研修会

日程：２０１０年９月２５日（土）

時間：１０:00～１６:３０

場所：大阪ハイテクノロジー専門学校

２階ＰＣルーム

テーマ：データベースの基本

プログラム：

①JDreamⅡの使い方基礎編

科学技術振興機構（JST）‘情報提供部

西日本支所首藤晶子

②バーコードラベルをつくろう

三菱京都病院図書室井上智奈美

③ＰｕｂＭｅｄの使い方基礎編

京都府立医科大学附属図書館

山下ユミ

参加者数：３３名（会員２９名、非会員４名）

平成22年度医学図書館協会近畿地区会／日

本薬学図書館協会近畿・中四国・九州地区協議

会／近畿病院図書室協議会共催シンポジウム

日程：２０１０年１０月２５日（月）

時間：１３:00～16:４０

場所：大学コンソーシアム大阪

テーマ：エビデンス作成とライブラリアンの

役割一｢診療ガイドライン」と「コ

クランレビュー」を例として

プログラム：

①日本医学図書館協会の診療ガイドライ

ン作成支援事業に参加して

奈良県立医科大学附属図書館
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医学情報係長鈴木孝明

②コクランレビューと図書館のかかわり

奈良県立医科大学医学部医学科

中央手術部助教田中優

③診療ガイドラインと図書館のかかわり

京都大学大学院医学研究科

薬剤疫学分野准教授樋之津史郎

参加者数：８名

第１２３回研修会

日程：平成22年１２月１１日（土）

時間：１０:30～１６:４０

場所：住友病院

テーマ：スキルアップを支援する！

－看護職編一

プログラム：

①受動喫煙と子どもの健康について

住友病院小児科診療部長

兼医学研究図書部長塚本浩子

②専門看護師の機能と役割について

姫路聖マリア病院

老人看護専門看護師得居みのり

③チームにおける感染管理看護師の役割

社会保険神戸中央病院

感染管理認定看護師高橋尚子

④日本看護協会図書館の情報提供サービ

スについて；最新看護索引ｗｅｂを中心

に

日本看護協会図書館今泉千代

⑤住友病院医学図書室見学

参加者：１９名（会員18名、賛助会員１名）

第３１回勉強会

日程：２０１１年１月２９日（土）

時間：１２:30～１７:００

場所：大阪ハイテクノロジー専門学校

２階ＰＣルーム

テーマ：効果的なプレゼンテーション

一PowerPointを使いこなそう！

プログラム：

①近畿病院図書室協議会ホームベージの

紹介

兵庫県立光風病院図書室

ホームページワーキンググループ

佐藤道子

②初心者向けＰＣ基礎講座（PowerPoint

ダイジェスト）

③基礎講座PowerPoint図表の活用

④プレゼンテーション～ワンランク上の

魅せる資料作成

株式会社ブレーンスタッフコンサルタンツ

所属インストラクター

平山、波多野

参加者数：２７名（会員26名、非会員１名）

第124回研修会

日程：2011年３月２４日（木）

時間：１０:00～12:００

場所：神戸国際会館

テーマ：事例・研究報告会

プログラム：

①掲示物を使った図書館づくりとコミュ

ニケーション

～公共・学校図書館での経験をもとに

して～

豊橋市民病院柴田真由美

②当院図書室の資料複製ルールについて

関西労災病院寺津裕子

③相互貸借（ILL）について～２病院

の実際をとおしてみえること～

大阪警察病院畑美之

京都桂病院椎木淳美

④当院図書室の相互利用における文献複

写業務

京都第二赤十字病院川野填樹

(2)研修部会議

第１回2010年６月２０日（日）京都４名

第２回2010年７月２４日（土）奈良４名

第３回2010年９月２５日（土）大阪６名

今年度は３名が新たに研修部員に加わり、継

続の３名との合計６名で運営した。企画方針と

しては、２回の通常研修会、小規模勉強会、１人

１台のパソコンを使用した夜間３回シリーズの
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勉強会などを掲げた。夜間勉強会については、

研修部員の参集が難しく、土曜日午後半日の勉

強会に置き換え開催した。研修部会議は、勉強

会や研修会の前後の時間を利用したり、電子

メールにて会議を行った。

(3)勉強会

第３０回は、新規入会機関の担当者と新任担当

者を対象とした。土曜日の午後の開催であった

が、参加者は新任担当者２名であった。参加者

数が少なかったため、来年度は会場へのアクセ

スや開催時期を検討し、新任者・新任担当者に

直接コンタクトをとるなど改善したい。

第３１回は、１人１台のＰＣが利用できる会場

で、リニューアルした当協議会ホームページの

案内と、コンピュータソフトMicrosoftPower

Pointの使用法をテーマに開催した。Power

Pointは業務や医師の支援などで使用すること

も多く、盛況であった。

(4)研修会

第１２２回は、会場のアクセスも良く、１人１

台のＰＣを利用できる恵まれた環境での開催で

あった。データベースは、特に経験の浅い担当

者でもわかるよう基礎的なレベルで講義いただ

いた。今後、中級・上級と発展させていきたい。

第１２３回は、会員病院の施設を会場として開

催した。内容も専門看護師や認定看護師とし、

医療についての新たな資格や役割について理解

を深める機会となった。今後も各職種への情報

提供を充実させることを目標に、さまざまな職

種の講師に講義いただく。図書室見学は、図書

館担当者にとって業務の参考になる取り組みが

直接伝わる機会であり、好評であった。今後も

会員施設に協力いただき、見学の機会を設けた

い◎

2．今年度活動報告

今年度は研修部長をはじめ新たな部員が加わ

り、'慣れないながらも何とか例年と同回数の勉

強会・研修会を開催することができた。

昨年度、研修会交通費助成の提案があったが、

引き継いで実現に結びつけることができなかつ
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た。来年度は実現させたい。

また、８月に事務局を中心として初の試みと

なる地域交流会が開催された。地域交流会に参

加した会員より、業務で疑問に思っていること

や、研修会・勉強会で取り上げてほしいテーマ

を聞くことができ、研修会の企画構成のヒント

を得ることができた。担当者の世代交代や異動

により、経験の浅い担当者が増えているので、

今年度はどれも基礎的な内容で講義をお願いし

た。今後、さらにレベルアップしていき、ベテ

ラン担当者にも満足いただける内容にしたい。

１０月にリニューアルしたホームページでは、

PDFファイルにて勉強会や研修会配布資料の会

員限定公開を開始した。遠方や事情により研修

会に参加できない会員へのバックアップとして、

今後さらに充実させていきたい。

３．部員

部長：藤原純子（洛和会音羽病院）

部員：高橋育子（姫路聖マリア病院）

田中律子（大阪滋慶学園）

畑美之（大阪警察病院）

林伴子（社会保険神戸中央病院）

山口智子（奈良社会保険病院）

１－１－２．会誌編集部

１．活動報告

会誌29巻３，４号および30巻ｌ、２号を発行。

配布部数：212部（会員127、講読会員６６、交

換・寄贈１９）

印刷部数：各号300部

（１）会誌内容概略

29巻

３号（発行２０１０年７月４６頁）

特集：魅力ある図書館（図書館自慢）

図書館員の片恋

あかちやんからお年寄りまで居心地の良い

図書館をめざして～熊取町立熊取図書館の

活動紹介～

私の図書館プチ自慢アンケート結果

図書館見学記
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見学記番外編

４号（発行２０１０年９月５８頁）

特集：電子ブック

電子書籍の動向と図書館の役割

MDConsultプロダクトレビュー

ＳＴＡＴ１Ｒｅｆプロダクトレビュー

LippincottWilliams＆Wilkinsの電子ブック

コレクション

プロダクトレビュー“今日の診療ＷＥＢ版'，

シュプリンガーの電子ブック：シュプリン

ガー・イーブック・コレクション

医学分野プロダクトレビュー

30巻

１号（発行2010年１２月５８頁）

30巻発行記念号

特集：心に残る一冊

２号（発行2011年１月６４頁および別冊会員名

簿20頁）

特集：総会・事例報告会（第121回研修会）

NACSIS-ILL参加報告－よりよい相互貸

借をめざして－

看護研究入門者への支援－５年間の振り返

りと学びー

ピクトグラムについて

近畿病院図書室協議会アンケート報告

総会記念講演：ベアトリクス・ポター

（BeatrixPotter）の遺産

(2)シリーズ掲載

「いますぐ役立つホームページ」

２８．病院情報局（VoL29No,4）

２９．ＷＥＢ患者図書館（Vol､３０No.2）

「図書館員のツボ」

１２．いろいろな病院名（Vol､２９No.3）

１３．図書館法改定（Vol､２９No.4）

１４．「魅せる」プレゼンテーション一味方に

つけよう！！ｌクリップアートー前編

（Vol､３０No.l）

１５．「魅せる」プレゼンテーション一味方に

つけよう！！！クリップアートー後編

（Vol､３０No.2）

「Libpedia-よくわかる用語解説一」

１．看護教育（Vol､30No.l）

「ちょっとこぼれ話」

２８．（Vol､２９No.3）

２９．（Vol､29No.4）

(3)掲載広告各社

サンメディア

ユサコ

医学中央雑誌刊行会

丸善

南江堂

科学技術振興機構（Vol､２９No.４まで）

ベルブック（Vol､２９No.４まで）

ナカバヤシ（Vol､２９No.４まで）

(4)編集会議

第１回2010年５月１６日（土）茨木５名

第２回２０１０年７月１０日（土）茨木５名

第３回２０１０年１１月２７日（土）茨木５名

第４回２０１１年３月１２日（土）茨木５名

2．今年度総括

今年度は会誌が第30巻を刊行する年にあたり

特集を組んだ。３０巻という数字もさることなが

ら、先輩方に執筆していただいた祝辞を編集し

ていて会誌編集部の歴史に触れ、その一端を

担っていることの重責と意義を改めて感じられ

たのは、私たちにとって収穣であった。３０巻記

念として、表紙を「病院図書室」時代のものに

復刻し、マウスパッドを製作して全会員に配布

した。また図書の出版作業も進行中で、この図

書は会員のみならず、医療系図書館界で喜ばれ

る内容になると期待している。

今年度は１月までに会誌を４冊発行でき、内

容にも自負はあるが、まだ発行の遅れを取り戻

せるところまでは来ていない。今後ますます努

力を重ね、みなさまに喜ばれる会誌でありたい

と考えている。

3．部員

部長：増田徹（藍野大学）

部貝：井上智奈美（三菱京都病院）

寺潔裕子（関西労災病院）

－９４－



松尾知香（石切生喜病院）

若杉亜矢（松下記念病院）

１－１－３．統計調査部

今年度の統計調査は、平成２１年度の会員図書

館の実状について調査した。

調査項目は「詳細」と「簡易」を隔年交互に

実施しているが、今年度は詳細調査の年にあた

り、年次統計調査と図書室機能調査の両方を実

施した。

1．図書室統計調査報告書の発行

a，調査対象期間：平成２１年４月１日～平成２２

年３月３１日

b、調査対象：全128会員施設中、賛助会員を除

く124施設に依頼。

c・調査項目：年度統計調査および図書室機能調

査

d、作業経過

２０１０年８月１５日調査用紙を各施設へ発送

２０１０年８月２０日ホームページに統計調査

発送の告知と回答依頼

２０１０年８月３１日受領通知書締切日

２０１０年９月１３日受領通知書未提出施設へ

確認のＦＡＸ送信

２０１０年９月３０日回答締切日

２０１０年１１月３０日回答最終締切

２０１１年２月１３日統計調査報告書発送

e、回答施設：９６施設（回答率77.4％）

2．文献の相互利用一平成２１年度協議会全体で

の件数一

く相互貸借依頼〉（96施設）

協議会会員8,573（20.20％）

会員以外の病院6.151（14.50%）

大学図書館16.463（38.80％）

文献手配業者９．１９５（21.70％）

国立国会図書館1.041（2.50％）

その他９６６（2.30％）

42.389 (１００．００％）
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<相互貸借受付〉（96施設）

協議会会員9,758

会員以外の病院7.613

その他1,910

(50.60％）

(39.50％）

（9.90％）

19.281（100.00％）

（2011年２月１０日）

3．経費

支出：

調査用紙コピー代5.952円

依頼状発送費9.920円

報告書コピー代28.672円

報告書発送費１０，２４０円

４．部員

武田昭子（刈谷豊田総合病院）

１－１－４．ホームページワーキンググループ

１．活動報告

2010年８月ホームページリニューアル

2010年８月会員専用ＩＤ・パスワード（全会

員同一）を会員宛に郵送

2010年９月ホステイングサービス、ドメイ

ン維持契約更新

2011年４月会員専用ＩＤ・パスワード変更予
Ｊ－宇

疋

2．経費

支出：

ドメイン取得費用5.040円

ドメイン取得事務手数料３．１５０円

ランニング費用（スタンダードコース/CGI利

用）１０．５００円／月（126.000

円/年）

ホームページ作成リニューアル（残額）

315.000円

3．今年度総括

会員ならびに幹事一同の協力により、ようや

くホームページをリニューアルすることができ

た。リニューアル後のホームページは、自動更

新システム、会員専用ページを設けるなど、こ

れまでになかった機能が加えられ、より使いや

すく便利なものとなった。

－９５－
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今後の課題として、まずは会員専用ページな

ど新しい機能についての使い方を会員へ周知し、

利用を促進することで会員間の交流を実現させ

る。次に、当協議会の顔として恥じないよう、

より一層ホームページの内容を充実させていく

ことを目標とする。

２年後の２０１２年８月には、再度ホームページ

の内容を見直したい。

４．部員

佐藤道子（兵庫県立光風病院）

１－１－５．目録サボートチーム

1．概要

近畿病院図書室協議会所蔵雑誌目録Ｗｅｂ版

(通称：KinkiWebcat）

http:／/webcatsunmediajp/khlacat／

２０１１年１月現在

登録機関数：122機関

登録タイトル数：4,234タイトル

所蔵レコード数：30,559レコード

2．近畿病院図書室協議会所蔵雑誌目録Ｗｅｂ版

（通称：KinkiWebcat）利用状況

2010年（l～１２月）

トップページアクセス：41,626

雑誌検索利用ログ：96,616

機関検索利用ログ：１０，１４６

３．経費

支出：

雑誌目録Webサイト年間保守料

（2009.09～2010.08）１年；105,000円

4．今年度総括

今年度は新たに１名新部員を迎え目録サポー

トチームは５名で活動した。また部会には部員

だけでなく、近畿病院図書室協議会会員からモ

ニターとして活動に参加してもらい、会員意見

としてより利用しやすいKinkiWebcatになるよ

う協議した。今後も会員からの意見を取り入れ、

会員間の円滑な文献複写の相互利用に繋げてい

きたい。

KinkiWebcat機能改善のための改修を２０１０

年５月２４日に行った。同時に電子資料への対応

として、メディカルオンラインの一括登録も行

い、現在は１３施設がKinkiWebcatにメディカ

ルオンラインを登録している。

登録タイトル数の増加、書誌データの整備が

進んでおり、引き続き、最新データへの更新と

データ整合性の保持に努め、電子資料への対応

を進めていく。

２０１０年１２月にはKinkiWebcatのログインパ

スワードの変更希望受付を各会員へ送付した。

同様の働きかけを今後も年１回程度継続して行

い、会員のKinkiWebcatの利用を促していく。

また、来年度は円滑な会員間の相互利用を目指

し相互利用のマナーについて確認を行っていき

たいと考えている。

5．部員

部長：川野填樹（京都第二赤十字病院）

部員：春日井泉江（名古屋記念病院）

高須賀京子（松山市民病院）

高橋風由美（島根県立中央病院）

林伴子（社会保険神戸中央病院）

１－１－６．会員業細（当協議会内関係での発

表は除く）

（１）高橋填由美

発表「薬剤科の図書室勉強会」

第１９回島根県医療関係機関等図書館（室）

懇談会総会（島根）2010.9.14

１－２．その他

１－２－１．幹事会

今年度は４回の幹事会を開催し、会の運営に

あたった。

第１回２０１０年４月２８日（水）大阪９名

第２回２０１０年７月２１日（水）大阪１０名

第３回２０１０年１０月２７日（水）大阪８名

第４回２０１１年１月１９日（水）大阪９名

１－２－２．役員会

２０１１年２月１５日、社会保険神戸中央病院に

－９６－



(支出の部）

予算

おいて平成22年度役員会が開催された。役員会

資料（平成22年度議案書草案）に沿って議事進

行し、平成22年度の活動報告、会計報告を審議

し、一部語句の修正を加えて了承された。また、

平成23年度の活動方針案、事業計画案、予算案

についても同様に審議され、追加・訂正を加え

て総会に諮ることになった。

次に、平成23年度会長については西尾晃現

会長（社会保険神戸中央病院）が再選された。

また、事務局長には増田徹氏（藍野大学中央図

書館）が選出された。会則に則り、それぞれ今

年度の第３７回総会に諮ることになった。

議案Ⅱ平成22年度会計・監査報告

(収入の部）

予算 決算

－９７－

１－２－３．会員の状況（2011年２月現在）

会員数：127機関（会員123、賛助会員４）

入会：２機関（財団法人阪本精神病理学研究

所、鳥取県立中央病院）

退会：ｌ機関にころのケアセンター）

１－２－４．対外交流

対外交流では、今年度は特に大きなイベント

はなかったが、ＤＲＦ主題ワークショップ（医

学・看護学）ｉｎ奈良を後援した。

日本医学図書館協会（ＪＭＬＡ）とは、会員間

の文献相互貸借など従来通り交流を深めた。ま

た、近畿地区医学図書館協議会、日本薬学図書

館協会近畿・中四国・九州地区協議会との共催

のシンポジウムを１０月に大阪で開催した。開催

にあたっては実行委員を派遣し、当日の会運営

にあたった。当協議会からはＪＭＬＡ個人会員を

含め８名の参加があった。

１０月に開催された日本医学図書館協会総会に

は当協議会から１名を派遣し、当日の資料など

が提供されている。

そのほか、日本病院ライブラリー協会や各地

区の病院図書館ネットワークとは、それぞれ会

誌交換や寄稿などの交流を行った。
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決算

費側 金額

鮒年度繰越金

会費

平成22年度

＠30.000×122

＠５０．０００×４

平成17-21年庇未納

＠30.000×3５

､150.000×４

，４０．０００×１

耶業収入

会誌購読会費

平成22年度

＠６．０００×７０

未納

＠6.000×3６

その他

広告掲載料

２９巻

28巻

2199.432
-

皿
皿
”
皿
皿
血
”

帥
伽
鋤
略

卿
如
如

６
２
４
２

１

血
皿
帥
釦
２
３

8.605.432

賀目 金額

前年度繰越金

会費

平成２２年度

＠３０．０００×１１３

平成２１年度

＠30.000×２

⑫50.000×４

⑫10.000x郎藁収入

会誌購読会費

29巻⑫６．０００×１０

３０巻＠6.000×4４

２９巻＠1.500×４

３０巻＠1.500×２

その他の邪業

誠122回研修会参加面

会日外⑫Ｌ500×４

第３１回勉強会参加費

会貝外＠1.000

交流会参加費

会Ｈ外④ｌ‘０００×２

その他

交通費返金

利川料

会誌利用料

データ利用料

広告掲載料

～２９巻

利息

銀行

ゆうちよ銀行

2.199.432

皿
咽
皿
叩
叩
叩
叩
叩
皿
皿
皿
知
咽
皿
皿
噸
廼

帥
釦
い
い
帥
“
６
３
６
１
２
８
６
鋤

３
２
２

6‘345.788

賢目 金額

総会費

業務委託費

珊務費

通信費

交通費

耶業費

会誌発行費

研修会費

目録サポート

ｗｅｂワーキング

研究助成

統計調壷

総会参加助成金

その他の邪業

対外活動費

資料費

資料管理費

会議費

予備費

雑費

985105

即
一
池

1６

4０

、
｜
姻
一
”

117
一
狐
一
睡３

1.890.250

232.462

420.420

451,546

０

艶
加
艶

河
Ｄ
Ｊ

別
銘
幅

26.500

20.916

22.680

22.978

０
－
０

3.731.032

費目 金額

総会費

業務委託費

邪務費

通信費

交通費

邪業費

会誌発行費

研修会費

目録サポート

ｗｅｂワーキング

研究助成

統計鋼査

総会参加助成金

その他の事業

対外活動費

資料費

資料管理費

会議費

予備費

雑費

150.000

50,000

器：
型型
6.70０

､000

０００

叩
咽
叩
咽
叩
岬
叩
咽
血
血
一
ｍ
一
ｍ

000

知
畑
鋤
知
知
釦
卸
却
却
一
幅
一
釦
一
別
一
卸
一

４

43260.

8’605.432



次年度繰越金2.614.032円

存在意義にかかわってくると考えられる。当協

議会は、医療情報を担うエキスパートを養成す

ることを期待され、それに応えるべく専門知識

の習得の場として研修会、会誌を提供し、研修

活動に取り組んできた。今後もこれを活動方針

の基本と考える。

研修活動としては、２～３回の研修会の開催と、

実践能力を高めることができるような勉強会や、

地域交流会の開催など多彩な企画を提案してい

きたい。

会誌「病院図書館」は平成22年度同様、会員

のスキルアップにつながる記事を掲載していく。

ホームページは今年度リニューアルを行い、

使いやすさ、見やすさなどが向上したが、一部

未着手となっている。来年度はさらに改修を加

え会員への情報提供と意見交換の場としたい。

KinkiWebcatは改修作業を継続する。電子

メールによるニュースレターの配信は、今年度

同様、年４～６回程度を目途に配信する。

幹事のあり方については先年よりの検討課題

である。昨年度に行ったアンケートでは幹事と

して活動することになかなか踏み切れない状況

がかいま見られた。地域交流会などで、協力活

動や当協議会運営の在り方ついて忌揮のない意

見を出し合うことが当協議会事業の継続に不可

欠であると考える。職場環境もあってなかなか

協力できる体制にない担当者が多いのが実状で

あるが、そんな中でも何かできることがないか

考えていくことが、協議会事業を継続するだけ

でなく、発展していくために必要であろう。

また、幹事の選出方法についても検討課題で

あるが、なかなか有効な手段を見いだせないで

いる。一部の会員に負担のかからないよう、機

関加盟の利点を生かした運営方法については今

後も検討を加えていきたい。

平成１８年度から研究助成金制度を開始したが、

平成22年度の応募は継続の１件であった。今年

度は広報の時機を逸したため、新規の研究助成

を行えなかったが、今後は広報の在り方、研究

開始の時期、成果の報告方法などを検討しなが

平成22年度会計監査単位円

－９８－

上記決算については、会計監査を終了しました。

平成23年３月ｌ６Ｂ

ＩａＩけ３－②

神画諸尋ﾅ⑨

議案Ⅲ平成23年度活動方針
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平成22年度同様、病院図書館を取り巻く状況

の厳しさは変わりない。一方ＩＴ化がすすみ、

病院図書館における電子ジャーナルの導入も増

加してきた。予算削減を求められながらも効率

のよい資料提供が求められる時代となってきて

いる。図書館担当者の存在は保存管理活用とい

うだけでなく、ＩＴ環境の整備、情報シールの管

理運営という面も担うことになるのではないだ

ろうか。安心で安全な医療を提供する基礎とな

る知識．情報提供の場として機能するよう、担

当者がスキルアップすることが、病院図書館の

収入 金額 支出 金額

前年度繰越金

会費

平成22年度

＠30,000×113

平成２１年度

＠3,000×2

,5.000×４

＠10.000×１

事業収入

会詰講読会費

１
４
１

０
４
０

×
×
×

皿
”
知

６
６
１

巻
＠
巻
＠
巻
＠
巻

羽
釦
羽
鋤
＠1,500×２

その他の耶業

第122回研修会参加費

会貝外＠ｌ‘500×’

第３１回勉強会参加費

会貝外＠1.000×ｌ

交流会参加費

会貝外＠1.000×１

その他

交通費返金

利用料

会誌利用料

データ利川料

広告掲載料

～29巻

利息

銀行

ゆうちよ銀行

2.199.432

3.660.000

３３９０．０００

60,000

200.000

１０‘０００

333.000

60.000

264.000

皿
皿
皿
一
ｍ
皿
蜘
揮
麺
皿
276.000

104

129.000

髄
幻
１
５

総会費

業務委託費

馴務費

通偲費

交通費

耶業費

会謎発行費

研修会費

目録サポート

Ｗｅｂワーキング

研究援助

統計調壷

総会参加助成金

その他の耶業

対外活動費

資料費

資料管理費

会議費

予備費

雑費

鶴

即

筋

3.152.664

890,250

232.462

420.420

451.546

０

糾
鋤
鯉

〃
０
Ｊ

別
銘
幅

麺

知

釦
型
０
－
０
－

計 6.345.788 計 3.731.082



ら、事業としては継続し、平成２３年度も年１０

万円、３年の更新を可として新規．継続の申請

を募集する。

総会への出席を促すために、一定の条件を設

け、交通費などの助成を行うことについては今

後も継続したい｡

対外交流については、従来通り他の図書館

ネットワークとの緊密な交流をはかっていく。

各団体の研修会などへの参加については、報告

義務などの条件を定めた上で助成を行うことで

会員へ働きかけていきたい。

以上を総括して、平成23年度の当協議会活動

は継続事業を進めつつ、新たな事業・目標を模

索し、対外的にも広く協力活動を行い、運営．

事業活動については新旧世代の交代を円滑には

かっていくことを課題とする。

議案Ⅳ、平成23年度事業計画

1．医学文献‘情報活動

・医学雑誌現行情報の収集と目録のメンテナ

ンス

2．教育研修活動

・研修会（セミナー形式）・勉強会の開催

・研修会参加交通費の助成

・関連団体の研究・研修会への案内と参加奨

励

・研究助成金制度の継続

・総会参加助成制度の継続

・地域交流会の継続

3．出版広報活動

・会誌「病院図書館」の季刊発行

・ホームページのメンテナンス

・会誌・会報バックナンバーの収集保存

・ニュースレターの発行

4．年次統計などの調査活動

・年次統計と相互貸借の調査

5．対外活動

・関連団体との交流・連携
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議案Ｖ、平成23年度予算案

■収入の部

科目

正会員会費

礎助会貝会費

蹴読会貝会費

広告掲載料

前年度繰越金

計

未収金

合計

会費未収金

※今年度予算に含まず

■支出の部

科目

〔邪業費〕

研修部

会誌糟集部

統計調査部

目録サポート

ｐワーキング

対外活動費

その他事業

事業費合計

〔管理費〕

会誌発行費

目録メンテナンス費

Ｈｐメンテナンス費

資料費

資料管理費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

印刷製本費

諸謝金

消耗品費

業務委託費

予備費

雑費

管理費合計

合計

予算

3.690.000

20Ｃ 000

390000

232000

2614756

7‘126756

574.000

7.700756

1.290.000

予算

400.000

300000

6０ 000

1００ 000

2０ 000

100000

760.000

1.740.000

3600.000

500.000

500０００

2５ 000

5０ 000

100000

300000

100000

5０ 000

5５ 000

3０ ０００

2０ 0００

6000００

3０ 756

5.960756

7.700756

単位：円

備考

123施設×30.000円

４施設×50,000円

65施設×６．０００円

31巻1-4号×５社

購読会員会費

１９施設×6000.30(3-4）

２施設×3000＝120.000円

広告掲載料174.000円

2010年度新規入会未諭求

２施設×４万円＝８万円

2010年度賛助会貝会費未請求

４施設×５万円＝２０万円

※会費未収金は２０１１年度中に回収

作業を行い．平成２４年度予算で使

途を決める。

備考

30巻３～４号、３１巻ｌ～４号分

関連団体への派通費用

研究助成金３件×１０万円．交流会４

回×５万．新規事業など

30巻３～４号．３１巻６号分×40万，

本出版費用120万円

総会、幹躯会

総会参加助成金３万円×５人を含む

総会資料

総会特別講師５万円

災審見舞金５万円×５協議会など


	名称未設定

